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　４月２日（月）芙蓉保育園の入園を祝う会が行
われ、小椋敏一村長がお祝いの言葉を述べまし
た。
　今年度は０歳児５名、１歳児２名、２歳児２名
の計９名が入園し、名前を呼ばれると元気よく返
事をする姿が見受けられました。
　会の中では、在園の子ども達と一緒に楽しそう
に歌を歌ったりと、子ども達も保護者の方も笑顔
あふれるひとときとなっていました。

～今月の主な内容～
表紙 芙蓉保育園入園を祝う会
P2-3 きたしおばらトピックス
P4-5 当初予算報告
P6-7 生涯学習だより
P8-9 健康通信
P10-11 お知らせ
P12 ジオ通信・自然コラム
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　「北塩原村ほう賞授与式並びに功労者顕彰表彰式・北
塩原村教育委員会顕彰表彰式」が３月１０日（土）、村コ
ミュニティセンターホールで開かれ、受賞者の功績をたた
えました。
　ほう賞は、政治、経済、文化など様々な分野で村の発展
に寄与された８名の方々に、表彰状と記念品が授与され
ました。
　功労者顕彰は、「協働のむらづくり」を促進するため、自
主的・自発的に活動されている団体、個人を表彰するもの
で、今年度は｢阿波おどり｣による地域・世代間交流に貢献されている｢裏磐梯連
｣と永きにわたり児童・青少年の安全な登校の支援と健全育成に大きく貢献さ
れている｢さくら小子ども見守り隊｣に顕彰状が贈られました。
　教育委員会顕彰表彰では、スポーツ・芸術文化の各分野において輝かしい成
績を収められた小中高生、一般の各部門から４２人が表彰されました。
　式典では受賞者を代表して菊地泰正さん（北山）と會田歩未さん（曽原）より
感謝と喜びをこめた謝辞が述べられました。

【ほう賞授与式】
功労ほう賞
渡部喜代治（北山）
善行ほう賞
菊地泰正（北山）、穴沢幸次（大塩）、江川澄
子（大塩）、佐藤節子（曽原）、大竹勝浩（大
塩）、宇積弘美（蛇平）、星井年昭（谷地）
【功労者顕彰表彰式】
裏磐梯連
さくら小子ども見守り隊
【教育委員会顕彰表彰式】
〈小学生の部〉
岩渕桜來（さくら小１年）、目黒勇人（さくら小
２年）、石井柚希（さくら小３年）、遠藤龍貴（さ
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受賞おめでとうございます！ ～村ほう賞授与式並びに功労者顕彰表彰式・村教育委員会顕彰表彰式～3月10日（土）

福島県選挙管理委員会委員長表彰受賞3月14日（水）
　昨年10月22日に執行された第48回衆議院議員総選挙において、当
村の投票率は県内町村部平均を上回り、第47回衆議院議員総選挙か
らの上昇率が県内で一番でした。
　この結果を受けて、村選挙管理委員会が明るい選挙の実現に努力
し、その成果を収めたとして福島
県選挙管理委員会委員長から表
彰され、成瀬和夫委員長が表彰
状の伝達を受けました。
　村選挙管理委員会では、これか
らも明るい選挙の推進に努めて
まいります。
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くら小３年）、渡部智大（さくら小３年）、渡部
大河（さくら小５年）、高橋柊音（さくら小５
年）、上野睦実（さくら小６年）、田村姫菓（さく
ら小６年）、佐藤蒼（裏磐梯小３年）、佐藤桜華
（裏磐梯小５年）、三ツ巻奈 （々裏磐梯小６年）
〈中学生の部〉
佐藤有将（第一中１年）、田村優奈（第一中２
年）、猪俣亜門（第一中３年）、遠藤大夢（第一
中３年）、佐藤そら（裏磐梯中１年）、鳥羽愛梨
（裏磐梯中１年）、平尾暁絵（裏磐梯中１年）、 
星夢（裏磐梯中１年）、 大森遥叶（裏磐梯中１
年）、大堀竜幸（裏磐梯中２年）、粟野太陽（裏
磐梯中３年）、小椋拓実（裏磐梯中３年）、星心
（裏磐梯中３年）、酒井美咲（裏磐梯中３年）、

物江こころ（裏磐梯中３年）、𠮷川怜寧（会津
学鳳中１年）
〈高校生の部〉
渡邊凜（会津高２年）、鈴木ひより（耶麻高２
年）、二瓶空（米沢中央高２年）、鈴木麻文（喜
多方東高3年）、斎藤大暉（猪苗代高２年）、大
堀仁都美（尚志高２年）、會田歩未（葵高３
年）、金澤よし乃（尚志高３年）、酒井雄恵（若
松商業高3年）、西沢岳人（会津学鳳高３年）
〈一般の部〉
星里美（剣ヶ峯）、大森陽子(曽原)、大森一史
（曽原）、佐藤伸俊（剣ヶ峯）

▲謝辞を述べる會田歩美さん
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スキー世界ジュニア選手権大会への出場を報告 ～北京オリンピック出場に向けて～3月19日（月）
　４月にスウェーデンで行われるスキーの世界ジュニア選手権大会に出場する西沢岳人選手
（剣ヶ峯）は３月19日、村を訪れ鈴木教育長に出場を報告しました。
　西沢選手は、昨年７月に全日本スキー連盟のフリースタイルモーグル種目でオリンピック強化
指定選手に選出されて以来、カナダやアメリカなどの海外遠征や合宿、世界大会への出場が増
え、世界の選手の実力を肌で感じることができている旨が報告されました。
　また、村が参加しているふくしま駅伝大会に５年連続で参加しており、その活動がモーグル競
技の基礎をつくってくれたとのことです。
　翌週、行われた全日本ジュニアスキー選手権大会では、見事優勝を飾りました。今後の活躍を
期待します！

台湾南部震災（2018年2月）復興願って義援金30万円を寄附3月28日（水）
　本年2月に発生した台湾南部震災の復興を願い、3月28日、小椋村長が台北駐日経済文
化代表処を訪れ、林世英(リン・セイエイ)教育部長に対し台湾政府への義援金を手渡しま
した。
　東日本大震災後においては、台湾から舞踊団が訪れるなどの心温まる支援をいただき、
その後、村中学生の派遣団による交流や、ありがとうホストタウン認定を踏まえた台湾教育
関係者視察団の招へいなど、絆が太くなってきています。今後の更なる交流の活性化につ
いても懇談しながら、両国の震災からの復興を誓い合いました。

１年間お世話になりました。 ～平成29年度第２回行政区長会～3月23日（金）
　３月２３日（金）、村コミュニティーセンターホールにおいて、第２回行政区長会を開催
されました。
　はじめに小椋村長からあいさつがあり、続いて４月からの1年間、地区の皆さんと行
政のパイプ役としてご尽力いただいた区長の皆さんに感謝状が手渡されました。
　会議では、平成２９年度の行政区長の主な活動報告が行われ、引き続き、各課等か
ら各種事業の協力の御礼や事業説明があり、区長の皆さまから｢公共交通｣・｢国民健
康保険制度｣・｢有害鳥獣｣・｢防犯灯の設置｣など、数多くのご意見をいただきました。
　空き家利活用の先進地である茨城県常陸太田市への行政区長視察研修、村内各
種イベントや各種委員会への出席など、年間を通して区長の皆様には大変お世話になりました。

4/12  第1回行政区長会
6/23～24　行政区長会視察研修

【平成29年度行政区長会活動報告（主なもののみ抜粋）】

9/3 　会津地方防災訓練・村総合防災訓練
9/16　きたしおばら交流フェスタ

1/4 　 初顔合わせ2018
3/23   第2回行政区長会

　ニュージーランド・タウポ市ツランギ／トンガリロ地区と姉妹友好都市を締結して２０年を迎えたことから、小椋
敏一村長、大竹良幸議長、裏磐梯観光協会の浅沼泰匡会長は３月１６日～２１日、ニュージーランドを訪問しました。
　ツランギ地区は２０年前と比べ、人口が約半数の３千人となりました。一方で、近年は観光産業に力を入れて
おり、夏場は別荘の利用者が約１万人に上るとのことでした。また、トレッキングコースやトイレ、駐車場整備も進
めており、ニュージーランドで一番長いトレッキングコース「トンガリロクロッシング」は年間約１０万人の観光客
が訪れるとのことでした。
　ツランギ地区を訪問した小椋村長らは、マオリ族の歓迎の儀式「ポフィリ」を受け、子どもたちの歌や踊りで迎
えられました。また、懇親会も開かれ、タウポ市の市議会議員やツランギ地区のボード（住民代表）メンバー、マオ
リ族の代表者など約１５人と親睦を深めました。懇親会では、当村から姉妹友好都市提携２０周年を記念して、タ
ウポ市とツランギ地区に桜が描かれた屏風を贈呈しました。これに対し、ツランギ地区からは、大きなマオリ族の
彫刻をいただきました。
　小椋村長が「これまでの交流に感謝します。２０年前に植樹した桜が大きく育ったことを村に帰って報告した
い」とあいさつすると、ボードメンバー代表のアンディ・ヘマさんが「ここ数年は、地震や恐慌の影響で交流がな
かったが、来年か再来年には交流を再開したい」と交流の継続に意欲をみせました。村としても、ツランギ／トン
ガリロ地区との交流について、前向きに検討していきます。

▲西沢選手（写真左）と鈴木教育長

▲アンディ代表から彫刻を受け
取る小椋村長

▲植樹した桜とツランギの住民たち

▲林部長(写真右)に義援金を手渡す小椋村長
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北山、大塩、裏磐梯地区の下水道を運営するた
めの会計

小野川地区の下水道を運営するための会計

早稲沢、金山、桧原地区の下水道を運営する
維持管理のための会計

介護サービスの給付や介護予防事業を行うた
めの会計

高齢者の医療費に係る保険料を管理するための
会計

上水道を安全で安定的に運営するためための
会計

加入者が安心して医療機関にかかることでき
る制度を運営するため会計

平成30年度
当初予算額

３億６，２６５万円

１億９，４３３万円

３億６２３万円

２８５万円

４，８４５万円

３億４,３５３万円

２，９０２万円

１２億８，７０６万円

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道

特定環境保全下水道

簡 易 排 水 施 設

農 業 集 落 排 水

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

合　　　計

会　　計　　名 内　　　容

一般会計総額　３１億９，９１６万円
特別会計総額　１２億８，７０６万円

平成30年度当初予算概要

総額　44億8,622万円
～輝け未来 みんなの五色プロジェクト 北塩原～

民生費
4億4,686万円
（14.0％）

総務費
5億7,598万円
（18.0％）

衛生費
3億9,196万円
（12.3％）

農林水産業費
1億8,597万円
（5.8％）

商工費
2億6,342万円
（8.2％）

土木費
3億8,636万円
（12.1％）

消防費
1億4,279万円
（4.5％）

教育費
3億4,728万円
（10.9％）

公債費
3億9,139万円
（12.2％）

その他
1,003万円 （0.2%）

議会費
5,712万円（1.8％） 繰越金

1億5,000万円
（4.7％）

村税
4億4,985万円
（14.1％）

繰入金
3億2,238万円
（10.1％）

地方交付税
13億2,835万円
（41.4％）

国庫支出金
2億2,465万円
（7.0％）

県支出金
1億3,908万円
（4.3％）

村債
4億2,440万円
（13.3％）

その他
1億6,045万円
（5.1％） 
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○道路新設改良事業 ２億３，０４０万円
○水道施設整備事業 ５，９７４万円
○下水道長寿命化事業 ４，３６５万円 
○農業集落排水整備事業 １，０２２万円

重点プロジェクト②　◇心で支え合う安全で安心な暮らしづくり

○除雪対策事業 ７，７８８万円
○公共交通活性化対策事業 ５，３２４万円
○消防・防災機能強化事業 ２，８００万円
○健康寿命の延伸事業 ９３２万円

○文化財調査事業 １，１５０万円
○カーボン・マネジメント強化事業 ９９９万円
○美しい村づくり道路環境整備事業 ４７９万円
○日本で最も美しい村連合事業 １２７万円

重点プロジェクト④　◇地球を愛し、誇りを抱くふるさとづくり

○桜峠公園管理事業 １，１８４万円
○ふるさとづくり寄付金事業 ６４０万円
○磐梯山ジオパ－ク世界認定推進事業 ２４６万円
○会津米澤街道歴史ウオ－ク事業 １１０万円

○地域おこし協力隊設置事業 １，１１８万円
○移住・定住促進事業 ３５０万円
○復興ありがとうホストタウン事業 ２３６万円
○サイクルツ－リズム推進事業 １０４万円

重点プロジェクト⑤　◇交流が生み出す多様なむらづくり

○空き家対策事業 ５５０万円
○スポ－ツ交流事業 ３１５万円
○友好都市交流事業 ２２８万円
○「若者や女性の想いをカタチに」事業 ４０万円

○スポ－ツパ－ク桧原湖機能強化事業 ５，２００万円
○風評被害払拭・観光誘客事業 ２，５３８万円
○商工会補助金 ９５０万円
○裏磐梯観光施設再生整備事業 ７１４万円

重点プロジェクト③　◇風土と特色を活かした力強い産業づくり

○裏磐梯観光協会補助金 ２，７２５万円
○園芸施設リ－ス事業 １，５００万円
○東京農業大学連携事業 ７３３万円
○有害鳥獣対策事業 ６９１万円

○学校施設改修事業 ７，８１２万円
○医療費無料化・祝金事業 １，８６３万円
○外国語指導推進事業 ６９３万円
○地籍調査事業事業 ３５８万円

重点プロジェクト①　◇夢に向かって光り輝くひとづくり

○認可保育所運営事業 ７，６９２万円
○小中学校情報機器整備事業 ７０９万円
○特別支援児支援体制整備事業 ６７６万円
○生涯学習モデル事業 ３０万円
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教育課 ☎23-5237
公民館 ☎23-5236

　会津と米沢を結ぶ会津米沢街道を舞台に開催される歴史ウオーク
大会は６月９日（土）、北塩原村活性化センターをスタート・ゴールに
開催されることが、大会役員会で決定しました。今年は戊辰150周年の
節目の年でもあり、大塩にゆかりのある【新選組】を大会テーマと選定
しました。
　コースは、会津米沢街道を中心に歩くＡコース（15キロ）とＢコース
（10キロ）のほか、大塩の歴史や村が発掘を進めている柏木城跡をガイ
ドと散策するC・Dコース（５・３キロ）の４コースで行われます。

　新緑の中、歴史ロマンあふれる街道や村史跡を巡るイベントにぜひご参加ください。
　なお、イベントの詳細については、４月の区長便で、全戸に配布する予定です。

　春を感じる暖かな日差しにつつまれた3月27日（火）、「柏木城跡の発
掘調査成果報告会」が開かれました。
　柏木城跡は、平成26年度から4年間の調査により戦国時代会津領主蘆
名氏の城造りが良くわかる山城であり、米沢の伊達政宗に対抗して工夫
に富んだ守り方をしている山城であることがわかってきました。また、
最近では、一般書や県立博物館の企画展でも取り上げられるようになり、県内外から注目されてきている
こと、国史跡の指定にむけて、文化庁調査官も大きな期待を寄せていることなども、教育委員会公民館班担
当から報告されました。　
　当日は大勢の方々にご参加いただきました。ありがとうございました。

～戊辰150周年　激動の幕末を会津とともに戦った男たち～

柏木城跡発掘成果報告会

７時だよ！全員集合

　昨年度に引き続き、村スポーツ推進委員会では、老若男女が一緒になっ
て楽しめるスポーツとして、ビーチボールバレー教室を開催します。４人
で１チームを組み、バドミントンのコートとネットを使用する競技で、気
軽に楽しめるスポーツです。村では平成13年から取り入れており、現在ま
で多くの村民に親しまれています。ぜひ、お気軽にお越しください！

～ビーチボールバレーで楽しく運動～

■北塩原村民体育館（北山） 
　日程：毎月第1・3火曜日 　時間：19時から20時30分 
■北塩原村自然環境活用センター（裏磐梯） 
　日程：毎週月曜　※11月まで　時間：19時から20時30分

【開催日時等】

６月９日（土）開催決定！

会津米沢街道歴史ウオーク2018
2018大会テーマ『新選組』

▲柏木城跡はやっぱり凄い山城でした！

▲楽しく運動！楽しく交流！！

▲開催日程や大会テーマについて話し合われた



７　広報きたしおばら　2018.4

生涯学習だより
「学校の応援団」事業

　昨年度も、自然体験教室など学校の様々な活動に、地域の方々からご協力をいただきながら、「学校の応
援団」事業を実施することができました。ありがとうございました。
　本年度もどうぞ宜しくお願いします。

※平成29年度活動の記録（一部抜粋）

昨年度はお世話になりました。

※学校支援ボランティアを募集しています。
　興味のある方は公民館までご連絡ください。 連絡先　北塩原村公民館　23-5236

▲さくら小学校「自然体験教室」

▲第一中学校「文化祭　異世代交流」

▲さくら幼稚園「そばっこクラブ　そば刈り」

▲裏磐梯小学校「自転車教室」

▲裏磐梯中学校「図書環境ボランティア」

▲裏磐梯幼稚園「英語活動」
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健康通信保健センター ☎28-3733
申込・問合せ

『味噌作り体験教室／栄養教室』を開催しました

平成30年度高齢者の肺炎球菌感染症定期予防接種のお知らせ

　３月６日（火）、北山の構造改善センターにおいて、『味噌作りの体験教室』及び栄養教室を開催しました。
村内各地区から１３名の方が参加し、昔から地域で行われている味噌作りを体験しました。村の食生活改善推進員（食改）の
皆さんを中心に、調理実習や味噌作りを、皆で協力しながら行いました。
　また、栄養教室では、会津大学短期大学部　食物栄養学科の阿部桂子先生から、「本物のだしでおいしい適塩お味噌汁」
をテーマとした講義が行われ、だしの旨味を感じる官能（味覚）検査を体験し、“だし”の種類によって異なる旨味や塩分の違
いについて学びました。
　大半の方が初めて挑戦した味噌作りでしたが、お味噌は約１０か月～１年かけて熟成していきます。出来上がりが楽しみで
す。地元でとれる食材を使って、手作りすることで、食への関心も高まり、毎日の食生活を充実させることにもつながります。
皆さんも、食文化や食育について、村の食改さんと一緒に学んでみませんか？

＜平成３０年度・平成３１年度の保険料率が決まりました＞
保険料率は、福島県内の後期高齢者の方の２年間の医療給付費（総医療費から窓口負担額を除いた額）を推計し、２年ご
とに見直しを行っています。平成３０年度・平成３１年度の保険料は次のとおりです。（平成２８年度・平成２９年度から引き
下げとなりました。）

・保険料は、毎年８月以降に村からお知らせします。
・所得の低い世帯の方や被用者保険の被扶養者であった方に対する「保険料の特例軽減」は、平成３０年度も継続されます。

●問い合わせ　住民課　23－3113

　高齢者の肺炎球菌感染症の予防接種の助成を実施い
たします。対象者等は下記のとおりです。対象の方はお早
めに接種するようにしましょう！
【高齢者の肺炎球菌感染症】
○対象者　①下記の生年月日に該当する方
６５歳：昭和28年4月2日～昭和29年4月1日
70歳：昭和23年4月2日～昭和24年4月1日
75歳：昭和18年4月2日～昭和19年4月1日
80歳：昭和13年4月2日～昭和14年4月1日
85歳：昭和8年4月2日～昭和9年4月1日
90歳：昭和3年4月2日～昭和4年4月1日
95歳：大正12年4月2日～大正13年4月2日
100歳：大正7年4月2日～大正8年4月1日

【だしのうま味を体験して学んだ栄養教室】【お味噌汁と骨太クッキングの調理実習】 【味噌作り 村のお米から作った麹を丁寧にほぐす】 【味噌作り 茹で上がった大豆を潰す】

②接種日現在で60歳以上65歳未満の者であって、心臓、じ
ん臓又は呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免
疫の機能の障害により身体障害者手帳１級を有する方
※過去に接種歴がある方は対象となりませんのでご注意く
ださい。

○接種回数　1回
○接種費用　無料
○接種期間　平成31年3月31日まで
○注 意 点　対象の方は4月に個別通知しております。
高齢者の肺炎球菌感染症の予防接種についてご不明な点
がございましたら、保健センターまでお問い合わせください

区分
均等割額

被保険者が等しく負担
所得割率

被保険者が所得に応じて負担

新しい保険料率（年額）

４１，６００円

７．９４％

増減

１００円減

０．２５％減

後期高齢者医療制度に加入されている方へお知らせです
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　２月２５日（日）、裏磐梯の自然環境活用センター、３
月１１日（日）北山の構造改善センターにおいて、糖尿
病予防教室が開催され、村内各地区から９０名の方
が参加されました。
　講師である、南東北裏磐梯・桧原診療所の荒川真
之先生からは、「糖尿病とは？」と題した講演が行わ
れ、糖尿病は、全身の血管の病気でもあり、早いうち
から、きちんと治療し、血糖値をコントロールしておく
ことの大切さについて学ぶ機会となりました。
　また、管理栄養士の笠間玲子先生からは、「糖尿病の
予防と食生活について」お話をいただき、自分の体を守
るための食べ方やバランスのよい食事の量など、食生
活のポイントについてアドバイスをいただきました。
　参加された皆さんからは、「糖尿病のメカニズムや
本当の怖さがわかった。」「予防が大切。ならないよう
に注意していきたい。」「楽しく興味深い話だった。」
「もっと勉強していきたい。」などの声がありました。
　決して他人事ではない“糖尿病”。知らず知らずに
進行していく糖尿病を予防することは、血管を若く保
ち、“健康長寿”にもつながります。　
　血糖値の改善や、食生活の改善など、気がかりなこ
とがあれば、保健センターへお気軽にご相談ください。

　結論から言うと糖尿病は血管病変が主体の全身に及ぶ病気であり、治療は血糖値の安定化・正常化につきる
ということです。
　血糖値が高くなると糖とタンパク質が結合しアマドリ化合物が生成されます。例えば、過去の血糖値を反映
するHb（ヘモグロビン）A1cもその仲間です。これらが、血管に対して動脈硬化を促進させる元凶です。
　動脈硬化は全身の動脈に生じ、各臓器の血流を悪くします。血管抵抗が上昇するため高血圧となります。血液
が十分に行き渡らなくなると、脳では脳梗塞、心臓では心筋梗塞、目では網膜症、腎臓では腎不全、そして、足の
動脈では閉塞性動脈硬化症が生じ得ます。同じヒトでこれらが時間差をおいて発病するわけで、治療に難渋す
ることになるのです。
　治療の戦略は、動脈硬化を予防すること、結局は血糖値を正常化することが目標となるわけです。動脈硬化病
変は改善することは難しく、予防が大切となるわけです。
　となると生活習慣を健康的に過ごすことが大切になるという‘おち‘になります。規則正しい生活、腹八分目、
運動、酒は少々、禁煙等です。糖尿病の方は更に血糖値の制御が加わることになります。
（注：このコラムは 2018年２月、３月に行われた糖尿病予防教室での口演の要旨です。）

こんな食生活には注意しましょう！
 □炭水化物中心の食事が多い
 □満腹になるまで食べる □清涼飲料水をよく飲む
 □よく間食をする □早食いである
 □食事をとる時間が不規則
 □夕食は遅く量も多い □お酒を毎日飲む
 □外食が多い □運動不足である
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今
月
は
、次
の
会
場
で
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
4
月
25
日（
水
）　
午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分
　
自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー（
剣
ヶ
峯
）

　
☎
23
―
2
9
2
7
　
行
政
相
談
委
員
　
髙
橋
　
光
秋

　　
行
政
相
談
で
は
、国
・
県
・
市
町
村
・
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、要
望
を

受
け
付
け
、解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

戸　籍　の　窓　口

  ４月１５日 （日） 福田耳鼻咽喉科醫院 …………………☎（0241）24-4187
  ４月２２日 （日） 藤井医院 ………………………………………☎23-0023
  ４月２９日 （日） 内科消化器科みつはし医院 …………………☎21-1311
  ４月３０日 （月） 山田産婦人科医院 ……………………………☎22-3032
  ５月  ３日 （木） ゆうゆうクリニック ………………………………☎22-2111
  ５月  ４日 （金） 渡辺小児科医院 ………………………………☎22-3133
  ５月  ５日 （土） あきもと整形外科クリニック ……………………☎21-1515
  ５月  ６日 （日） いとう眼科 ………………………………………☎22-5900
  ５月１３日 （日） 社団日新会入澤病院 …………………………☎22-0267

  ４月１５日（日 ）佐原病院 ………………………………………☎22-5321
  ４月２２日（日 ）会津医療センター ………………………………☎75-2100
  ４月２９日（日 ）有隣病院 ………………………………………☎24-5021
  ４月３０日（日 ）佐原病院 ………………………………………☎22-5321
  ４月  ３日（木 ）有隣病院 ………………………………………☎24-5021
  ５月  ４日（金 ）佐原病院 ………………………………………☎22-5321
  ５月  ５日（土 ）会津医療センター ………………………………☎75-2100
  ５月  ６日（日 ）有隣病院 ………………………………………☎24-5021
  ５月１３日（日 ）佐原病院 ………………………………………☎22-5321

平成30年4月1日現在　　※（　）は前月比

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

休日当番医

第二次救急当番医

村
税
等
の
納
入
は
、

簡
単・便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
！！ ●人　口　　男…… 1,426人

　　　　　　女…… 1,390人
　　　　　　計……2,816人（前月比▲30）
●世帯数……………１,０7１戸（前月比▲9）
●転　入…  17人　●転　出…  45人
●出　生…    0人　●死　亡…    2人

小　椋　マツヨ（敏　廣・母）早稲沢
佐　藤　　　眞（栄　治・父）谷　地

お悔やみ申し上げます

「
小
さ
な
火 

大
き
な
森
を 

破
壊
す
る
」

（
全
国
山
火
事
予
防
運
動
統
一
標
語)

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、空
気
が
乾

燥
し
強
い
風
が
吹
く
た
め
、山
火
事

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。豊
か

な
緑
と
財
産
を
守
る
た
め
に
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
火
入
れ
や
野
焼
き
を
す
る
際
は
、

必
ず
消
防
署
へ
届
け
る
。（
森
林
ま

た
は
森
林
の
周
囲
１
㎞
の
範
囲
内

に
お
い
て
行
う
と
き
は
、村
に「
火

入
れ
許
可
申
請
書
」の
提
出
が
必

要
で
す
。）

●
強
風
や
乾
燥
時
に
、た
き
火
や
野

焼
き
を
し
な
い
。

●
た
き
火
や
火
入
れ
の
際
は
、そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

●
枯
れ
草
等
の
あ
る
危
険
な
場
所
で

は
、た
き
火
を
し
な
い
。

●
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
、投
げ
捨
て

な
い
で
必
ず
始
末
す
る
。

※

い
っ
た
ん
山
火
事
が
発
生
す
る
と
、

火
の
回
り
が
予
想
以
上
に
速
く
、

煙
に
巻
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。無
理
に
消
そ
う
と
せ
ず
、

速
や
か
に
消
防
署
に
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

緑
豊
か
な
森
林
を
山
火
事
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
先

　

北
塩
原
村
役
場
農
林
課

　
☎
０
２
４
１（
23
）１
３
３
４

総務企画課長（総務企画課長（兼）企画室長） 高 橋　　 淳
建設課長（税務課長（兼）徴収班長）  伊 藤　淳 一
税務課長（兼）徴収班長（建設課長）  佐 藤　康 一
住民課主幹（兼）健康づくり班長

　　（住民課健康づくり班長）  渡 部　久 子
総務企画課企画室企画室長（兼）

　　企画班長（総務企画課企画室企画班長）  髙 橋　宏 典
総務企画課主査（教育委員会公民館主査）  武 藤　聖 文
教育委員会教育課副主査（総務企画課副主査） 髙 橋　梨江子

氏　名：山内　伸一氏　名：山内　伸

氏　名：鈴木　力雄氏　名：鈴木　力雄

氏　名：塩見　隆太郎
所属課：農林課

伸一 氏　名：塩見
所属課：農林

氏　名：佐藤　弘卓
所属課：住民課

見　隆太郎
林課

藤　弘卓氏　名：佐藤
民課所属課：住民

出納室出納員（総務企画課副主査） 杉 本　嘉 寛
教育委員会公民館副主査（議会事務局書記） 唐 橋　弘 行
議会事務局書記（教育委員会教育課主事） 野 田　晃太郎
総務企画課企画室主事（出納室出納員） 後 藤　ゆみ子
総務企画課主事（総務企画課企画室主事） 須 田　千 晶
農林課主査（再任用） 佐 藤　善 博
税務課主査（再任用） 五十嵐　　 大

　北塩原村教育委員会教
育長に鈴木力雄氏が再任
されました。
　任期は平成30年４月
１日より３年間です。

山
火
事
に
ご
注
意
を
！

山
火
事
防
止
強
化
期
間
〜
5
月
30
日
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村の情報案内板
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タ
ケ
子

花
の
芽
は
　
深
き
眠
り
　
覚
め
や
ら
ず
　
背
丈
の
雪
に
　
燻
炭
を
振
り

下
川
前
　
赤
城
　
弘
美

こ
の
辺
を
　
ミ
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
　
掘
り
行
け
ば
　
ひ
と
枝
折
れ
る
も
　
無
事
冬

越
せ
り

大
塩
　
高
橋
　
み
す
江

川
前
に
　
エ
ミ
ュ
ー
の
卵
　
生
れ
落
ち
　
育
て
た
家
族
の
　
笑
顔
偲
ば
れ

大
塩
　
鈴
木
　
み
ち
子

吹
雪
く
日
　
春
は
ま
だ
か
と
　
見
上
げ
れ
ば
　
鳥
も
寒
さ
に
　
ジ
ッ
と
耐
え
つ
つ

大
塩
　
赤
城
　
セ
イ
子

遠
く
住
む
　
娘
の
来
る
日
　
数
え
つ
つ
　
親
と
同
じ
に
　
お
ふ
く
ろ
の
味

桧
原
　
佐
々
木
　
キ
ミ
子

震
災
の
　
七
年
す
ぎ
た
　
月
日
に
は
　
老
い
て
行
く
身
に
　
未
来
案
ず

大
塩
　
穴
沢
　
エ
ミ
子

豪
農
の
　
雛
に
見
取
れ
て
　
吹
く
風
に
　
春
の
息
吹
を
　
感
じ
夕
暮
れ

大
塩
　
高
橋
　
郁
子

味
噌
作
り
　
昭
和
の
嫁
に
　
も
ど
る
な
り
　
変
わ
ら
ず
手
順
　
か
ま
洗
い
な
が
ら

桧
原
　
佐
藤
　
文
世

消
え
て
き
た
　
雪
も
い
つ
し
か
　
半
分
に
　
川
の
流
れ
も
　
渦
巻
き
乍
ら

北
山
　
武
藤
　
敏
子

ど
こ
か
ら
か
　
猫
の
鳴
き
声
　
聞
こ
え
来
る
　
眠
さ
を
誘
う
　
春
昼
下
が
り

北
山
　
佐
藤
　
裕
子

誕
生
会
　
雛
を
飾
り
て
　
お
祝
い
す
　
二
、
三
歩
歩
い
て
　
得
意
の
ポ
ー
ズ

大
塩
　
五
十
嵐
　
良
子

夢
の
様
　
花
嫁
姿
の
　
孫
娘
　
嬉
し
い
は
ず
の
　
涙
で
見
え
ず桧

原
　
穴
沢
　
泰
子

陽
を
受
け
し
　
雪
柔
ら
か
く
　
運
び
よ
く
　
足
元
ぬ
か
り
　
午
後
の
日
課

～雪室作り～
　平成30年3月6日(日)に東京農業大学の学生が地方の雪の活用や高付加価値化を目的とした「雪室を活用したデコポ
ンの長期貯蔵」の研究を行うにあたり、農大と地域包括連携協定を結んでいる北塩原村の雪を活用してデコポンの貯蔵
を行うため、雪室作り等の作業を行いました。
　場所は早稲沢の生活改善センターで雪室を作り、貯蔵を行いました。作業には研究を行う学生も参加し、熊本産のデ
コポン200個が入ったコンテナを雪の中に埋めました。(デコポンの貯蔵は平成30年の7月ごろまで行う予定）
　今回は試験的に行い、雪室での貯蔵が上手いくようであれば、今後農産物の貯蔵やデコポンを熊本とのコラボ商品と
して有名果物店などでの販売も検討しています。
～北塩原村移住体験ツアー～
　3月17日(土)・18日(日)にかけて北塩原村移住体験ツアーが実施されました。東京にお住まいのご夫婦が参加しました。
ツアーでは村内の各地区や施設を見て回り、早稲沢の民宿に泊まりました。私も移住者として交流させてもらいました。
　ツアー参加者は「早稲沢のような楽しい場所があるのを初めて知った。是非今後も足を運びたい」と話していました。
私も自分が農大生だった頃に何度も訪れた早稲沢の魅力を再認識しました。

第27回■地域おこし協力隊活動報告■

村長室へようこそ！

●問合せ　企画室　☎23─3112

　村長とお話しませんか。下記の
日程で村長室を開放しますので、
お気軽にお越しください。

４月16日（月）９：00～12：00

嬰
の
背
に
　
嬰
が
重
な
り
　
日
向
ぼ
こ 

 

中
川
　
幸
恵

丹
頂
の
　
根
付
手
に
と
る
　
多
喜
二
の
忌 

 

鈴
木
　
隆
一
郎

や
る
こ
と
は
　
数
々
あ
れ
ど
　
春
の
雪 

 

佐
藤
　
信
子

春
の
日
に
　
チ
チ
と
ざ
わ
め
く
　
軒
雀 

 

武
藤
　
敏
子

Monthly Reporter
山本　賢司
やまもと　けんじ
松陽台在住・実家は神奈川です。
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裏磐梯ビジターセンター　　 32-2850

▲実が開いたところ

▲翼を持った種子

植物のタネ　アカマツ

vol.88

▲駅でお客様と合流する
　想定です

▲雪の中
　五色沼へ向かいます

▲かつて小磐梯がありました

▲英語表現を確認します

▲案内看板の前で説明

▲磐梯山ジオカレー
　オススメです

　アカマツは、北海道南部から本州、四国、九州に分布する常緑樹です。その
名の由来とも言われる赤く美しい木肌が特徴的なマツの仲間です。土壌のや
せたところや乾燥地にもよく生育し、五色沼周辺一帯には、明治の磐梯山噴
火の際に植林されて高木となったアカマツが数多く見られます。
　アカマツの実は、松ぼっくり状をしていて、種子はその内側に隠れています。
春に花をつけて受粉した後、約1年半もかけて翌年の秋に成熟します。はじめ
は実が閉じているため、種子を見ることはできません。ところが、空気が乾燥す
ると、少しずつ実が開いて内側の種子が姿を現します。種子は5㎜ほどで、1.5
㎝ほどの薄くて大きな翼があります。開いた実の内側から剥がれ落ちると、風
に乗って遠くまで運ばれます。
　身近に見られるものですが、こんなにも精巧な仕組みが備わっているなん
て、ちょっと見る目が変わってきませんか？

～英語で伝える磐梯山ジオパーク研修会2018冬～
Englishガイドジオツアーに向けて

　外国人と磐梯山の魅力についてお話ができたら楽しいだろうな。」
と『英語で伝える磐梯山ジオパーク研修会2018冬』を開催しました。
　研修は、ジオガイド、英語講師（北塩原村出身の目黒沙也香さん）、
ネイティブスピーカーの講師（オーストラリア人のトビー・スレードさ
ん）、福島県地域通訳案内士：英語通訳ガイド（ジオガイドのワタナ
ベテルオさん）、猪苗代町国際交流協会などの方を交えて、延べ4日
間にわたり、猪苗代町農村環境改善センターと猪苗代エリアから裏
磐梯エリアを会場に実施しました。
　講座のまとめは、Ｅｎｇｌｉｓｈガイドジオツアーで、STEP1（ジオツアー
計画と日本語説明の英語試訳）、STEP2（英語講師による英語表現
のブラッシュアップ）、STEP3（英語ジオツアーの実施）と研修を重ね
ました。
　参加者は、短い英語表現で伝えることができる楽しさに手ごたえ
を感じていました。今度は、グリーンシーズンにまたフィールド研修を
実施し、英語で磐梯山ジオパークを伝えていきたいと思います。
　講師の目黒さんは、地元の再認識と新しい発見でいっぱいだった
ようです。同行のスレードさんは磐梯山ジオパークの魅力を堪能し

た様子でした。
　目黒さんは、磐梯山ジオパークのエリアガイドブックや看板の翻訳を担当しており、英訳看板を写真に撮って確認し
ていました。スレードさんは、翻訳のネイティブでのアドバイザーとして協力いただいています。
　ツアーの昼食は、休暇村裏磐梯で「磐梯山ジオカレー」を楽しみました。スレードさんは磐梯山の姿に盛られたライス
に興味津々で喜んでいました。


